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平成 30年冬号 

-------------------------------------------------------------------- 

ＪＡグループ広島営農通信 
-------------------------------------------------------------------- 

 

今回紹介する内容 

■  米穀情報 

米穀情勢 平成３０年産、31 年産米の主食用米等の需給見通しについて 

     ＪＡグループ広島による米穀事業の取り組みについて 

     中食・外食実需者との長期契約取引拡大の取り組みについて 

     ひろしま米の広報・ＰＲ活動について 

■  園芸情報 

園芸情勢 青果物の販売経過および情勢見通しについて 

     園芸関係イベント・広報活動情報について 

     園芸資材情報について 

■  営農情報（肥料・農薬情報） 

平成３０年産米の収量・品質からみた高温障害対策について 

担い手に情報発信！ＪＡグループ広島アグリサミットの開催結果について 

■ 農機情報 

農業機械大展示会の開催について（ご案内） 

 

 

 

お問合せ先は下記までお願いします 
 

営農支援室（電話 082-847-4706） 

改革推進課（電話 082-847-4701） 
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１．平成３０/３１年及び平成３１/３２年の主食用米等の需給見通しについて  

農水省が１２月１０日に発表した平成３０年産水稲の全国の作況指数は９８の「やや不

良」となりました。また、平成３０年産水稲の作付面積（子実用）は１４７万ｈａで前年

比４千ｈａの増加となり、主食用米の予想収穫量は７３２万７千トン、前年比２万１千ト

ンの増加が見込まれています。 

また、１１月に公表された国の需給見通しでは、平成３１年産における主食用米等生産

量見通しを７１８万～７２６万トンと発表しました。人口減少による影響をより強く反映

させ需要量を推計する方法に見直し、年間の需要減ペースが従来の８万トンから１０万ト

ン程度へ拡大することを前提とした内容となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

一方、広島県の水稲作付面積は前年産に比べ３５５ｈａ減少、過去５年間では１，７６

０ｈａもの面積が減少するなど不作付地が拡大しています。広島県においては主食用米需

要量が生産量を大きく上回っており、地産地消による県産米を求める消費者、実需者への

安定供給が困難となる事態が生じています。 

 

２．ＪＡグループ広島による米穀事業の取り組みについて 

 ○「需要に応じた米の計画生産・計画販売」の観点から、確実に需要に結び付いた生産・

販売体制を構築します。 

 ○原料玄米１袋から製造可能な精米工場（精米ＨＡＣＣＰ認定取得）を核とした地域ブ

ランド商品（ＪＡの結び米）の開発により販売力を強化します。 

 ○需要に応じた多収性品種等の導入・多収栽培技術の確立による生産数量の拡大を行う

ともに、中食・外食実需者と連携した複数年契約栽培による生産から販売までの仕組

みを構築します。 

 ○ＪＡと全農で「ＪＡ米販売専門チーム」を結成、マーケットにおけるＪＡグループの

優位性を維持・向上させ、生産者手取りの最大化につながる取組みを行います。 

米 穀 情 勢 米穀情報 
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農業体験・産地交流会 食農マッチングフェア 

３．中食・外食実需者との長期契約取引拡大の取り組み 

米の需要量は人口減少、少子高齢化等の影響により減少傾向にありますが、米の消費に

おける中食・外食の占める割合は年々拡大しています。ＪＡ全農ひろしまではＪＡの結び

米などの地域ブランド米のみならず、業務用米の需要に応じた生産・販売を複数年契約の

導入とともに拡大してまいります。 

○取り組みイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ひろしま米の広告宣伝の取り組み   

ＪＡグループ広島では、ひろしま米のＰＲ、ひろしま米商品の販売拡大を図るため、 

「ＪＡお米のアンバサダー」をＰＲ大使として様々な取り組みを行っています。 

       

お問い合わせ先 JA全農ひろしま 米穀総合課 082-431-5450 

テレビ（パブリシティ） 

恋の予感×ＳＴＵ４８コラボ 
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お問い合わせ先 JA 全農ひろしま米穀部 

 

 

 

青果物 平成３０年１１月の販売経過 

 

１１月の西日本の天候は、月平均気温は平年並みで推移しました。また、高気圧に覆われ

る日が多く、降水量はかなり少なく、日照時間がかなり多くなりました。昨年と比較すると

一時的な冷え込みはあったものの、暖冬の様相で推移しました。 

そのような中、広島県本部の青果物の取扱状況は、平成３０年１１月末累計の卸売市場仕

向けについては、出荷重量９，１３１ｔ（前年比９４％）、販売金額３，３０１百万円（同

１００％）となりました。また、単価については３６１円（同１０６％）となり、累計ベー

スでは数量減、単価高での推移をしています。 

 

■全農広島県本部の販売状況（平成３０年４月～平成３０年１１月累計） 

  

数量 金額 単価 

（ｔ） 前年比 （千円） 前年比 (円/㎏) 前年比 

野菜合計 9,131 94% 3,301,212 100% 361 106% 

トマト 2,502 95% 830,440 104% 331 109% 

青ねぎ 1,217 99% 735,430 108% 604 108% 

アスパラガス 304 103% 357,625 107% 1,176 104% 

ほうれんそう 360 94% 205,608 87% 571 93% 

小松菜 718 98% 194,852 95% 271 97% 

きゅうり 616 106% 157,274 102% 255 97% 

わけぎ 206 94% 128,141 90% 622 95% 

だいこん 1,281 100% 114,945 104% 89 103% 

ミニとまと 164 84% 106,562 98% 648 117% 

くわい 55 95% 69,553 93% 1,260 99% 

なす 202 70% 58,347 98% 288 141% 

豌豆 67 114% 85,109 119% 3,389 88% 

キャベツ 551 10% 36,295 105% 65 116% 

青梗菜 105 113% 32,349 95% 308 84% 

その他葉茎菜類 63 85% 27,897 75% 439 87% 

白ねぎ 69 57% 25,100 60% 364 107% 

ジャンボピーマン 76 84% 23,530 98% 311 116% 

ばれいしょ 203 132% 19,933 72% 98 55% 

南瓜 98 62% 18,377 78% 186 125% 

※全農広島県本部の主要品目別市場出荷実績 

 

 

園 芸 情 勢（販売経過及び情勢） 園芸情報 
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◆１１月単月の概況 

【数量】 

○キャベツ（２５２％）、豌豆（２００％）、春菊（２００％）、わけぎ（１８３％）、青梗菜（１７

０％）、はくさい（１６１％）は前年度の単月を上回る出荷数量でした。 ※（ ）は前年度比。 

○葉茎菜類を中心に、１０月以降の好天の後押しにより、順調に出荷されました。 

○反対に、さといも（６７％）、白ねぎ（７４％）、トマト（９４％）は、前年単月比で減少してい

ます。他には、慈姑は９月の曇天の影響があり小玉傾向で推移しました。※（ ）は前年度比。 

○１１月単月の総出荷量は１，１１８ｔとなり、前年比１３３％と昨年を大きく上回りました。 

【金額・単価】 

○１１月単月で全体の平均単価は３１６円/㎏（６８％）となり、前月３８７円/kg よりも平均単価

は下降しています。※（ ）は前年度比。 

○１１月単月の出荷量は前年と比較し、２７９トン増加しました。内容としては葉茎菜野菜を中心

に増加しましたが、キャベツ、大根など重量野菜が大幅に増加しました。また、単月の販売金額

は３５４，１０１千円（前年比９１%）で終了しました。 

◆１２月見通し 

（１）入荷量の見通し（対象：広島市中央卸売市場） 

１２月の主要野菜（１５品目）の入荷量は、平年を下回る水準と見込まれます。 

「平年を上回る 」と見込まれるのは、キャベツ、トマトの２品目。 

「平年を下回る」と見込まれるのは、にんじん、青ねぎ、白ねぎ、レタス、きゅうり、 

ばれいしょ、さといも、たまねぎの８品目。 

「平 年 並 み 」と見込まれるのは、だいこん、はくさい、ほうれんそう、なす、 

ピーマンの５品目。 

（２）卸売価格の見通し（対象：広島市中央卸売市場） 

１２月の主要野菜（1５品目）の卸売価格は、平年を下回る水準と見込まれます。 

「平年を上回る 」と見込まれるのは、青ねぎ、白ねぎ、たまねぎの３品目。 

「平年を下回る」と見込まれるのは、だいこん、はくさい、キャベツ、ほうれんそう、 

レタス、きゅうり、ピーマン、さといもの８品目。 

「平 年 並 み 」と見込まれるのは、にんじん、なす、トマト、ばれいしょの４品目。 

○品目別の入荷量、卸売価格の見通しは以下の通り。 
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注：「平年」とは、直近５か年の平均値である。 

※この資料の内容は平成３０年１２月３日現在で見込んだものであり、気象条件等により変動があり得ます。 

※主要野菜の入荷量及び卸売価格の見通のコメント及びグラフは平成３０年１１月３０日中四国農政局園芸特産課の

発表内容による。 

 

（参考）広島市中央卸売市場における品目別の入荷量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）広島市中央卸売市場における品目別の入荷量の推移 
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園芸関連イベント・広報活動情報 

『おねぎフェア』の様子 

青ねぎ・わけぎ・白ねぎのイベント 

野菜の消費拡大を PR するため、 

広島県産野菜の大陳列を店頭で展開 

県内外の量販店にて旬な野菜と 

産地ＰＲを実施しました！ 

全農ひろしまの品目横断（野菜・お米・卵） 

売場を設置しました！！ 
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園 芸 資 材 情 報 

※こちらの商品は、部材のみの販売になります。詳しい『全農ひろしま型ハウス』の 

取扱については JA全農ひろしま園芸課までお問い合わせください。 

お問い合わせ先 JA全農ひろしま 園芸課 082-846-4708 
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平成３０年産米の収量・品質からみた高温障害対策 

広島県の今年度の予想収量は、525kg/10a（北部 523kg、南部 529kg）で、前年度に比べ 9kg の減少が

見込まれるものの、作況指数 101 で平年並みとの結果となっています（中四国農政局、１０月１５日現在）。  

しかし、一方で例年に比べ収量がとれていないという声もお聞きします。そこで、今年度の気象条件や圃

場条件等から考えられる生育への影響やその対策について述べます。 
 

（１）今年度の気象状況と生育、収量への影響 

今年度の気温や降水量は図１のとおりであり、ポイントを以下にまとめます。 

① ６月中旬の低温により、茎数がやや少なく、全もみ数の減少につながりました。 

② ７月豪雨以後は、８月末までまとまった降雨もなく高温に推移しました。水不足による千粒重や収量の低

下が見られ、今年は、水管理による収量差が大きく出た年であったと考えられます（（２）に詳細を記す）。 

また、高温・多照条件で蒸散量、呼吸作用 が増加し稲体の消耗も激しく、一発肥料では肥効の前倒

しもあったと考えられます。特に地力の低い圃場では後期窒素不足や登熟初期の高温条件による高

温障害、収量低下も考えられます（（３）に詳細を記す）。 

③ 水が確保できたところでは早生品種は「登熟」はやや良いと見込まれます。 

④ ９月中は降水量が多く、早生品種では収穫作業の遅れ、中生品種は登熟期の日照不足による千粒重

の低下が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肥 料 ・ 農 薬 情 報 営農情報 

図１ 今年度の東広島の気温と降水量（上）・ 

日照時間（下）のグラフ 
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図２ 稲の干害を受けやすい時期（高井1974） 

 

◎前述の要因等により、表１のとおり、早生品種のコシヒカリ・あきさかりについては、昨年度より籾重が少な

く、千粒重が小さいため収量が低い傾向、中生品種についても、千粒重は昨年より小さく、屑米が多い

傾向が見られます。 

表１ 平成 29、30 年度 広島県内の収量調査結果（ＪＡ全農ひろしま調べによる株刈調査の 10a 換算値） 

 
 

（２）生育ステージ別の水不足による影響 

７月豪雨以後、特に土砂災害等で幼穂形成期～

出穂期頃まで十分な入水ができなかった圃場や強い

中干し状態が続いた圃場、例年どおりの水管理でも

降水量が少なかったため、知らぬ間に土壌が乾いて

いた圃場が多く見受けられました。 

幼穂形成期以降は水分不足による籾の退化による

減収を受けやすい時期です（図２）。この時期の水稲

の生育収量に大きな影響を与えない最低の土壌水

分状態は、「黒湿り状態（手で握れば土がだんご状と

なる程度）」であり、この状態に達したものについては

灌水する必要があります。 

 

以下に幼穂形成期以降の生育時期別の水不足による生育への影響をまとめます。 

生育ステージ 水不足による影響 

幼穂形成期 枝梗や頴花の形成が妨げられ、1 穂籾数が減少する。 

穂ばらみ期 

(減数分裂期) 

最も水不足の被害を受けやすい時期。花粉の形成ができず、不受精籾が増加し、出穂

しても一部は白穂になり大幅に減収する。 

出穂開花期 
穂の抽出が妨げられて、「ですくみ」となることが多く、また開花や受精が妨げられて、不

稔となる。 

登熟前期 
出穂後 20 日頃までは急速に粒が発達するので、登熟歩合や千粒重が低下し、くず米

が多くなる。 

 

年度 品種
ｻﾝﾌﾟﾙ
数

全重
（kg）

わら重
（kg）

籾重
（kg）

籾摺
歩合

粗玄
米重
（kg）

屑米重
（kg）

精玄
米重
（kg）

千粒重
（ｇ）

H29 69 1,545 722 823 0.79 653 27 626 23.1

H30 83 1,363 658 705 0.80 562 17 545 22.5

H29 17 1,795 876 919 0.79 719 40 679 22.8

H30 29 1,727 842 885 0.80 699 41 658 21.9

H29 31 1,999 1,278 745 0.78 587 28 559 22.9

H30 44 2,056 1,224 835 0.80 661 49 618 22.7

H29 53 2,790 1,936 854 0.75 655 19 632 23.2

H30 58 2,104 1,349 771 0.81 620 31 589 22.4

ヒノヒカリ

恋の予感

コシヒカリ

あきさかり
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（３）高温条件下での品質・収量へ影響 

以下に高温条件下における生育への影響をまとめます。 

●生育初期：分けつの促進や養分吸収の増加により、収量の増加に結びつきやすいですが、一方で、高

温により地温が高くなると、地上部に対する根の発達は小さくなるため、土壌下層からの水吸収や養分

吸収が抑制されやすくなる傾向があります。また、土壌窒素の無機化が早くなり、生育後半の土壌窒素

供給が減少しやすいなど窒素吸収パターンに影響を及ぼすことが知られています。 

●開花期：収量に最も大きな影響を及ぼす時期。開花期頃および出穂前の気温が 34〜35℃以上になると

不稔籾の割合が増加します。 

●登熟期間中：粒重の低下や外観品質の低下を引き起こします。その要因としては高温による登熟期間

の短縮による積算有効日射量の低下、および高温によるデンプン合成代謝への影響が考えられます。

日本のジャポニカ品種の収量にとっての登熟期の最適平均気温は約 21～24℃とされています（松島・

角田 1957)。 

特に、出穂後20日間の平均気温が26～27℃以上で白未熟粒が多発し、高温障害による品質低下が

多発した 2013 年は 27.9℃、今年も 26.7℃と、高温障害の目安となる 26℃以上よりいずれも高くなってい

ます（表２、３、４）。 

 

１等米比率（％） 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

コシヒカリ 64.1 84.7 89.0 85.7 84.1
 

 

表４ 白未熟粒などの発生を助長する要因 （もっと使える施肥・土づくり Q&A「水稲の乳白米対策」（全農）を加筆） 

 また、高温障害発生の栽培要因として、高温条件下での生育後半の土壌窒素供給の減少、一発肥料

の肥効の前倒し等による登熟期間の窒素栄養状態の凋落があります。 

一発肥料が普及するなかで、近年の異常気象では生育に応じた対応が困難になっており、水稲が吸収

する窒素の約７割以上は地力窒素が占める（表５）ことから、特に今年のような高温条件下では堆肥や稲わ

ら等の有機物投入による土づくりの有無が生育に与える影響は大きいと考えられます。 

 

  

 

 

 

 

 

参照；農林水産省「米の検査結果」 ※2017 年は速報値 

表２ 広島県のコシヒカリの１等米比率の推移 表３ 東広島市における出穂後 20 日間の平均気温 

（コシヒカリの出穂日を 7 月 31 日とした場合） 

平年 2013年 2018年

コシヒカリ 25.9 27.9 26.7

出穂後20日間の平均気温（℃）

 

表５ 水稲の地力窒素依存度と発現の特徴（岩手県農試） 

速効性肥料を用いた全層基肥＋追肥体系の試験であり、緩効性肥料及び側条施肥により施肥窒素の利用率が 
高まることで、施肥由来窒素割合が増加する可能性が高いと考えられる。 

施肥（%） 地力（%） 初期 中期 後期

灰色低地土 12～16 20 80 17 67 16

多湿黒ボク土 12～16 32 68 25 48 27

褐色低地土 10～11 20 80 35 45 20

初期：移植～7月上旬（穂首分化期頃）、中期：7月上旬～出穂期、後期：出穂期以降

地力窒素の時期別吸収割合（％）
土壌型

稲体総窒
素吸収量
（kg/10a）

吸収窒素の由来割合

乳白粒 心白粒 腹白粒 背白粒 基白粒

気
象
要
因

○登熟初中期の高温
（平均気温26～27℃

以上）
○日照不足

○登熟初中期の高温
（平均気温26～27℃

以上）

○ 登熟初中期の高温
（ 平均気温26～27℃

以上）

○ 登熟初期の
高温

（ 平均最高
気温33℃以上）

栽
培
要
因

○籾数の過剰と倒伏
○ 登熟期間の窒素栄

養状態の凋落

白未熟粒の種類
胴割粒

○登熟初中期の高温

○登熟期間の窒素栄養状態の凋落(デンプン
合成酵素活性の凋落、光合成産物の転流機

能の低下などを引き起こす)
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一発肥料であっても、減数分裂期頃に窒素２

kg/10a の追肥により、葉色を濃くさせることで、背

白・基部未熟粒の発生の軽減や籾数の増加による

収量向上効果も報告されています（山口県農林総

合技術センター、ひとめぼれ・ヒノヒカリ）。追肥の

省力技術として、（粒）硫安、い～ね707「改」、（液）

おてがるくん NK 等を活用した流し込み施肥法もあ

ります（ただし、一定量の水量が確保でき、漏水田は除きます）（図３）。 

 

（４）高温障害対策～来年にむけてケイ酸をたっぷり補給～ 

水稲はケイ酸を多く吸収する作物で、600kg/10a の玄米

収量を得ていれば、水稲は 10a 当たりケイ酸を 120kg/10a も

吸収します。そのため、土壌中の有効態ケイ酸の量が重要

です。 

米の品質とケイ酸資材の施用の関係を整理すると次のよ

うになります。 

① ケイ酸の施用は、稲の葉を直立させて受光体勢を良くし

て、光合成能を高める。また、耐倒伏性を高め、倒伏に

よる光合成能の低下を避ける。 

② 光合成能が高まり、乳白粒が減少（図４，５）。 

③ 光合成能が高まり、登熟歩合が高くなり、結果的に玄米タンパク濃度が低下し、食味向上します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏場の高温による品質低下を防止・軽減させる基本技術としては、従来からの「ケイカル」、「ミネラルＧ」

などを１０ａ当り２００ｋｇ程度（土壌や地域により施用量は異なる）継続的に施用しておき、異常気象時に備

えておくことが重要です。散布時期としては、出来秋から春先までの間でこの期間であればケイ酸効果の

違いはほとんどありません。 

また、高温による障害を軽減する応急的な対策として、溶出の速度が速く溶出量も多い吸収効率の良い

ケイ酸質肥料を使用するという手段があり、けい酸加里プレミア 34 やシリカサポート等がおすすめです。中

間追肥が推奨施用時期ですが、基肥時でも効果は期待できます。 

図３ 流し込み施肥の様子 

図４ 成熟期茎葉ケイ酸濃度と心白粒割合 

（富山県農技センター2003） 
図５ 高温登熟条件化の乳白粒の発生とケイ酸肥料 

の効果（土づくりとエコ農業 2011 参照） 

稲体にしっかりケ

イ酸を吸わせる

と、白未熟粒の発

生率が低下！！ 

 

平成 25 年 東広島地区 乳白軽減調査  

けい酸加里・中間追肥 40 ㎏/10a 
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担い手に情報発信！ＪＡグループ広島アグリサミットの開催結果 

（１）アグリサミットの概要について 

平成 30 年 11 月 7 日・8 日の 2 日間で、JA 西日本営農技

術センターにて 3 回目となる「JA グループ広島担い手アグリ

サミット」を開催しました。 

JA グループ広島全体として、担い手経営体、中核的担い

手に対して「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」に向け

た取り組みを総合的に伝えることを目的として開催し、2 日間

で 502 名の担い手および関係者にご来場いただきました。 

（２）内容 

①実演会 

ＪＡ西日本営農技術センターの圃場を活用して、小型無人航空機ドローン、白ねぎ収穫機、排水対

策農業機械等の実演を行いました。広島県では初めてとなる全自動飛行の最新型ドローンの実演に

注目が集まりました。 

  ②セミナー 

    栽培技術、コスト低減、農業ＩＣＴ、農業機械等の内容について 20

分～30 分のセミナーを実施しました。特に「水稲高温障害対策」「土

づくりによる収量向上」「問題となる水田雑草の防除体系」等のセミナ

ーは多くの担い手が受講されました。 

① 示ブースでの情報発信 

    トータル生産コスト低減、新しい栽培技術、農業ＩＣＴ、鳥獣害対策等に関する各分野の取り組みに

ついて 28 個の展示ブースで情報発信を行いました。今回から内容を拡充した農業ＩＣＴについては、

来場された担い手の関心も高く、専用ブースは大盛況でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）来場された担い手の声 

来場された担い手からは、「ドローン実演、ICT 等農業のこれからの可能性を勉強できてよかった」「展

示ブースで色々質問できて参考になった」「今後も続けてほしい」といった声を多数いただきました。 

全自動飛行ドローン実演 水田雑草対策セミナー 農業ＩＣＴ専用ブース 

排水対策農機実演 肥料農薬ブース 農業 ICT ブース 

鳥獣害対策ブース 

共同購入トラクター 

お問い合わせ先 JA全農ひろしま 肥料農薬課 082-846-4705 
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農 業 機 械 情 報 

農業機械大展示会を開催します！ 

詳細は、お近くのＪＡ農機センターまでお問合せ下さい。 

県下３会場で農業機械大展示会を開催します。最新モデル

の機械のご提案や安全使用に関する啓発活動など内容も

りだくさんで、皆様のお越しをお待ちしております。 

会場名 開催日時 場所

平成31年2月14日（木）9：00～15：00

平成31年2月15日（金）9：00～15：00

平成31年2月16日（土）9：00～14：00

平成31年2月23日（土）9：30～16：00

平成31年2月24日（日）9：30～15：00

平成31年3月1日（金）9：00～16：00

平成31年3月2日（土）9：00～15：00

JA全農ひろしま
JA西日本営農技術センター
（東広島市河内町入野11631-13）

入野会場

福山会場
広島県立ふくやま産業交流館（ビッグ・ローズ）
（福山市御幸町上岩成正戸476-5）

世羅大豊農園
（世羅郡世羅町京丸10804-1）

世羅会場

共同購入トラクター「YT357」も展示！ 

前号でご案内しました共同購入トラクターが各

会場に登場！ぜひこの機会に実機をおたしかめ

ください。 


